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乳幼児突然死症候群の育児環境因子に関する研究

―保健婦による聞取り調査結果―
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目的　乳幼児突然死症候群（SIDS）発症に影響を及ぼす育児環境因子を全国調査によって明ら

かにし，保健指導のための基礎資料とする。

方法　総務庁よリ人口動態調査票死亡票および出生票の目的外使用許可を得て，平成8年1月よ

り平成9年6月までの間に死亡したSIDS児および性・出生地・生年月を一致させた対照児

に対し，平成10年1月から2月末にかけて全国で保健婦による聞取り調査を行った。死亡児

と対照児の間で対応のあるオッズ比および信頼区間を算出し，有意性の検定を行った。ま

た，生存死亡の別を目的変数とした条件付きロジスティック回帰分析を行った。

結果　死亡児（SIDS）は対照児に比べ次の育児環境因子で発生率が有意に高いことが明らかに

なった。①寝かせ方については，うつぶせ寝があおむけ寝に比べ高く，そのオッズ比は

3.03（P＜0.001，95％信頼区間2.07～4.65）であった。②栄養方法については，人工栄養児が

母乳栄養児に比べ高く，そのオッズ比は4.92（p＜0.001，95％信頼区間2.78～9.63）であっ

た。③喫煙については，両親が喫煙していると高く，そのオッズ比は3.50（P＜0.01，95％信

頼区間1.74～8.32）であった。

結論　乳幼児突然死症候群発症に影響を及ぼす育児関連因子は，うつぶせ寝，人工栄養，および

両親の喫煙であることが明らかになった。
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